
参加者に所属する技術職員数及び有資格者数について評価を行う。

ⅰ　技術職員数【５点】 ⅱ　有資格者数【５点】

技術職員数の評価は下表のとおり。 有資格者数の評価は下表のとおり。

※２-ⅰ表中の評価する技術者資格による

ⅲ　実績【２０点】

同種及び類似業務の実績の評価は下表のとおり。

有資格者数（人）

150～　 

100～149

50～99

20～49

　～19

過去10年以内(平成27年4月1日以降)に完成した施設の設計業務実績各5件について、
1件当り基本配点4点として、区分の係数及び受注体制係数を乗じた合計点にて評価
する。

件
数

1

2

3

4

5

20.0

最大評価点
4.0

JV業務 0.7
類似 0.5 協力業務 0.4

4
同種 1.0

3

2

1

技術職員数（人）

200～　 

100～199

50～99

20～49

　～19

評価点

5

4

3

2

1

評価点

5

4

単独業務 1.0

最大評価点
4.0

JV業務 0.7
類似 0.5 協力業務 0.4

1.0

最大評価点
4.0

JV業務 0.7
類似 0.5 協力業務 0.4

4
同種 1.0 単独業務 1.0

　参加申請書及び参加申請書の添付資料をもとに、客観評価により一次審査を行います。
審査は下記の算式にて行い、客観評価点が高い順に二次審査対象者を5社以内で選定しま
す。

　１　参加者の評価の採点

4
同種 1.0 単独業務 1.0

最大評価点
4.0

単独業務 1.0

JV業務 0.7

協力業務 0.4

4
同種

類似

別紙４

採点方法（一次審査）

合計点の算出方法

採点は、下記の順に算出を行います。

基礎配点
A

区分係数
B

受注体制係数
C

1.0

0.5

JV業務 0.7
類似 0.5 協力業務 0.4

評価点
A×B×C

最大評価点
4.0

合計

4
同種 1.0 単独業務



ⅰ　専門分野の技術者資格【２０点】

20.0

最大評価点
5.0

最大評価点
5.0

1.0

0.4

0.2

1.0

0.4

0.2

合計
評価点
A×B

最大評価点
5.0

最大評価点
5.0

担当業務分野
基礎配点

A
技術者資格に対する評価係数

B

1.0

設備一級建築士、一級建築士

一級管工事施工管理技師

二級建築士

二級管工事施工管理技師

空気調和衛星工学会設備士

一級電気工事施工管理技師

二級建築士

第二種電気主任技術士

二級電気工事施工管理技師

第三種電気主任技術者

建築設備士

建築（構造）

電気設備

機械設備

5

5

5

5

一級建築士、
構造設計一級建築士

建築設備士

技術士（該当する部門）

建築（総合）

技術士（該当する部門）

設備一級建築士、一級建築士

1.0

配置技術者の有する資格(初回登録後1年以上のものに限る)について、下表の資格評
定表により評価する。各分野の評価点の上限は5.0点とする。

　２　配置技術者の資格の評点



ⅰ　同種・類似業務の実績【７５点】

ⅱ　手持ち業務の状況【１５点】

7～ 0.4

0～1 1.0

2～3 0.8

4～6 0.6

6～ 0.4

0 1.0

1 0.8

2～3 0.6

4～ 0.4

0 1.0

1～2 0.8

3～5 0.6

評価係数業務件数

管理技術者の場合 建築（総合）の場合

業務件数 評価係数

その他の場合

業務件数 評価係数

実績件
数

各分野
毎に最
大5件
の実績
に対す
る評価
を行う

配置技術者の同種・類似業務の実績について、下表の実績評定表により評価する。
各分野の実績1件当たりの評価点上限は3.0点とし、実績5件までを評価する。実績が
ない場合は0点とする。

配置技術者の本業務に対する専任度について、手持ち業務の件数により評価する。

担当技術者0.3

管理技術者1.0

主任技術者1.0

担当技術者0.3

管理技術者1.0

主任技術者1.0

担当技術者0.1

管理技術者1.0

主任技術者1.0

担当技術者0.3

管理技術者1.0

主任技術者1.0

同種実績1.0

類似実績0.5

同種実績1.0

類似実績0.5

実績の立場に対す

る評価係数

C

管理技術者1.0

主任技術者0.3
同種実績1.0

類似実績0.5

同種実績1.0

類似実績0.5

同種実績1.0

類似実績0.5

3
最大評価点

3.0
担当技術者0.3

電気設備 3
最大評価点

3.0

75.0

管理技術者 3
最大評価点

3.0

　３　配置技術者の技術力・実績の評点

担当業務分野
基礎配点

A
評価点
A×B×C

合計
実績の種別毎に

対する評価係数

B

機械設備

建築（総合） 3
最大評価点

3.0

建築（構造） 3
最大評価点

3.0



機械設備 3

最大評価点
3.0

最大評価点
3.0

電気設備 3

合計

建築（総合） 3

建築（構造）

担当業務分野
基礎配点

A

3

管理技術者 3

15

評価点
A×B

最大評価点
3.0

最大評価点
3.0

業務件数に対する
評価係数

B

上表のとおり

上表のとおり

上表のとおり

上表のとおり

上表のとおり

最大評価点
3.0

以　　上


